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流通販売まで展開させる第 6 次産業化  1）と名付けられた取り組みが行われている。第 6 次産業
化とは，1 次産業である農林漁業事業，2 次産業である製造業，3 次産業である小売業を組み
合わせて新たな付加価値を生み出すことである（室屋，2013）。第 6 次産業化に関する取り組み
の形態は，農作物の地域ブランド化のように 1 次産業従事者を主体として実施されているもの











状況のもと，2010 年に農林水産省と経済産業省は，全国で行われた農商工連携活動の 30 の成
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（Hargadon, 1998），テクノロジーブローカー（Provan and Human, 1999），サードパーティー








仲介者研究の検討課題として，次の 2 点をあげることができる（Boari and Riboldazzi, 

















は，2010 年度から 2014 年度にかけて，コーディネータに 5 回のインタビュー調査を行った。
また，2013 年度から 2014 年度にかけて，研究会に参加した企業約 10 社のうち 5 社の担当者
に対してインタビュー調査を行った。さらに，コーディネータを研究会に派遣した第 3 セク
ターの取締役社長に対しても，2010 年度から 2014 年度にかけて 3 度のインタビュー調査を
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して「青じそ加工研究会」が 2007 年に設立された（図 1 参照）。研究会のコンセプトは，青じ
そを使った新製品を参加企業それぞれで開発することである。参加企業は，豆腐，ソーセー
















































しそ丸ごと餃子（純和鶏もみじ，田原ポーク） さくら FOODS ㈱
青じそクッキー，青じそマシュマロ ラトリエ・ドゥ・テ
青じそベーコン，青じそラスク，
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た。すべての製品は半年から 1 年以上の開発期間がかかっており，なかには 3 年の期間を要し
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第 1 に，情報交換が行われる素地として，研究会の方針があげられる。参加企業が 1 業種 1
社でライバル企業が含まれないこと，コーディネータおよび参加企業から評価されなければ商







● この研究会では，商品開発における甘えが許されない。参加メンバーからの OK がで
ないと製品化できない。自社だけの開発ではこうはいかなかった。













ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS







うに各企業の状態を把握していたからこそ，A 社のボトルネックに対して B 社が解をもって
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The role of coordinator in collaborative product 
development by medium and small-sized enterprises
Ryoichi KUBO
Abstract
The purpose of this paper is to study the role of coordinator in collaborative product 
development of medium and small-sized enterprises (SMEs) by conducting single case study. 
The object of the research is the workshop at Toyohashi city, Aichi prefecture. As a result, it 
was found that (1) The information flow in workshop affected the performance of new 
product development, (2) The policy of the workshop and the management of the coordinator 
are important factor so that the information flow in workshop become active.
Keywords:  coordinator, medium and small-sized enterprises (SMEs), collaborative product 
development, Agriculture-commerce-industry cooperation, intermediary
